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１．適用工種

鴨池川激甚災害対策として、水門設置に於ける

基礎工事であり、隣接地が豊田終末下水道処理場

であり又、その敷地に高圧線鉄塔が建っている事

から、河川内工事による背面側地盤の沈下あるい

は、水圧変化による変位を防止する為、鋼管矢板

L＝１７．５m（７．５ｍ＋１０．０ｍ２本継ぎ）、φ７００、連

続５２本を有機質シルト地盤の部分的に玉石混じり

土でN値２～１２の軟弱地盤へ、仮設土留鋼管矢

板連続壁を設置する。

２．問題点

処理場内の工作物及び、高圧線鉄塔隣接部への

土留鋼管矢板打込みであり、

施工管理、工程管理にて

＊溶接施工には、熟練溶接工及び、天候等の条件

により品質が左右される事と、溶接箇所の検査等

に時間がかかる又、高圧線側面工事であり、離隔

は有るものの長い時間建てて置けない。

＊土留鋼管矢板打込みに於ける水圧及び、地層変

化部分での鋼管矢板変位が、起きても修正できず

に連続してしまう。

３．工夫・改善点

鋼管矢板の施工性向上及び、天候に左右されな

い事と、品質を確保しながら、工程の短縮を図る。

施行順序内の工夫

・ 従来の施行順序
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・ 変更後の施行順序

生産工場にて、１本鋼管矢板作製継手無く品質

の確かな鋼管矢板納入。

図―２

４．効果

・鋼管矢板を１本ものにて製品化し、工場製作

にて、信頼の置ける品質の確保が出来又、鋼管矢

板中掘り、圧入にて一連の工種短縮と、高圧線接

近時間を短縮（見込み日数２０日が、実数１４日）す

る事が出来た。

写真―１ 中掘り機と相番クレー補助吊り

・鋼管矢板を連続中掘り、挿入にて施工に先立

ち変位の出ない（変位値１００mm×社内規格８０％）

ようにＨ３００×３００型鋼杭 L＝５．０ｍをＷ＝１，３８０

mm間両側に２本打込み内側に横枠３００×３００桁を

連続に並べて、連続導枠（５２本分）を設置して、施

工したことで、変位５０％以下に抑える事が出来た。

５．採用時の留意点

施工条件

・隣接地に高圧線鉄塔及び、下水道処理施設があ

り、振動等の低減を図る中で、現地地盤が有機質

シルト層の表層部玉石混じり土がありＮ値２～１２

の中掘り工法採用できた事又、資材を特殊車両運

行許可ポールトレーラーにて、搬入できること。

・鋼管矢板の変位を抑えるために、Ｈ型鋼による

導枠設置が出来る用地確保と、土留側圧に対する

鋼管矢板内砂充填にて、自立している事により導

枠撤去による変位移動の無いこと。

図―４ 鋼管矢板連続導枠設置図

写真―３中掘り機と相番クレーン平行作業

図―３ 鋼管矢板 L＝１７．５ｍ連続
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